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『
エ
ジ
プ
ト
ー
国
内
的
挑
戦
と
地
域
的
安
定
』

＊

　
私
は
一
九
七
九
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
カ
イ
・
で
生
活
し
た
。
そ
の

時
の
強
烈
な
体
験
か
ら
エ
ジ
プ
ト
経
済
に
目
を
開
か
さ
れ
、
そ
の
「
貧
し

い
」
経
済
の
中
で
人
々
は
毎
日
何
を
考
え
て
生
き
て
い
る
か
、
政
治
は
ど

う
い
う
影
響
を
受
け
て
い
る
か
、
国
際
政
治
、
国
際
経
済
は
そ
の
後
進
的

経
済
や
国
内
政
治
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
研
究
テ
ー

マ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
．

　
エ
ジ
プ
ト
を
事
例
と
し
て
こ
の
「
開
発
政
治
学
」
を
追
求
し
て
十
年
近

く
経
っ
た
．
そ
の
問
欧
米
の
研
究
成
果
を
分
析
し
な
が
ら
常
に
胸
中
を
去

来
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
何
の
為
に
行
な
う
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
．
た
だ
エ
ジ
プ
ト
経
済
や
政
治
体
制
の
問
題
点
を
指
摘
す

る
の
み
で
は
研
究
者
自
身
が
生
活
し
て
い
る
欧
米
的
社
会
を
発
展
の
上
位

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
か
と
い
っ
て
I
M
F
の
財
政
改

革
勧
告
の
よ
う
に
社
会
工
学
的
な
処
方
を
与
え
て
見
て
も
エ
ジ
プ
ト
の
現

実
に
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
実
効
を
上
げ
な
い
こ
と
が
多
い
．
従
っ
て
こ
の
よ

う
な
意
味
で
の
研
究
目
的
と
は
、
第
一
に
各
々
の
研
究
者
が
そ
れ
な
り
の

学
問
的
関
心
か
ら
出
発
し
自
ら
の
人
生
観
と
価
値
観
に
拘
束
さ
れ
な
が
ら

精
一
杯
問
題
点
の
指
摘
と
政
策
提
言
を
行
な
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
上

に
述
べ
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
そ
の
適
切
さ
、
鋭
さ
を
印
象
論
で
構
わ
な

い
か
ら
研
究
者
の
間
で
お
互
い
に
指
摘
し
合
う
こ
と
で
あ
り
、
第
三
に
同

じ
く
研
究
成
果
を
エ
ジ
プ
ト
で
生
活
し
て
い
る
人
々
に
評
価
し
て
も
ら
い
、

よ
け
れ
ば
政
策
立
案
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い

る
。
本
書
も
ま
た
欧
米
の
研
究
機
関
－
日
ざ
寄
影
一
H
塁
葺
暮
。
o
｛

ぎ
富
毎
葺
8
巴
＞
論
舘
富
（
閃
自
＞
）
｝
ピ
。
民
9
i
に
お
い
て
組
織
さ
れ

た
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
り
．
小
著
な
が
ら
現
ム
バ
ー
ラ

ク
政
権
下
の
エ
ジ
プ
ト
の
姿
を
政
治
・
経
済
・
社
会
に
わ
た
っ
て
よ
く
描

き
出
し
て
い
る
．
研
究
分
担
者
の
国
籍
は
エ
ジ
プ
ト
、
英
、
米
に
わ
た
り
、

活
動
領
域
も
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
外
交
官
と
多
種
多
様
で
あ
る
．

こ
れ
は
英
国
外
務
省
系
で
あ
る
菊
一
一
ト
の
現
状
分
析
志
向
の
表
わ
れ
で

も
あ
る
。
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す
で
に
私
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本
書
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第
三
章
》
一
一
＞
竃
邑
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誌
一
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こ
れ
は
こ
の
論
文
に
お
け
る
ア
ユ
ー
ビ
ー
氏
の
結
論
で
あ
る
。
途
上
国

に
お
け
る
政
治
体
制
の
民
主
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
政
治
学

の
研
究
の
中
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
来
た
．
私
も
「
ア
ラ
ブ
政
治
の
民
主

化
ー
冒
一
畠
器
一
国
鼠
m
8
著
『
ア
ラ
ブ
政
治
』
1
」
（
『
一
二
色
旗
』
一
九

八
九
年
六
月
号
）
の
中
で
、
ハ
ド
ソ
ソ
氏
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
方
を

批
評
し
た
．
私
は
概
ね
ハ
ド
ソ
ン
氏
の
考
え
方
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、

同
氏
の
捉
え
た
研
究
史
に
従
え
ば
、
ア
ユ
ー
ビ
ー
氏
の
民
主
化
論
は
、
ま

ず
一
九
六
〇
年
代
の
保
守
的
な
近
代
化
モ
デ
ル
目
権
威
主
義
体
制
論
の
中

で
冒
導
津
＆
頃
舘
冨
葺
が
指
摘
し
た
こ
と
、
即
ち
「
王
は
率
先
し
て
分

権
的
な
立
憲
体
制
を
部
分
的
に
制
度
化
し
、
近
代
化
に
よ
っ
て
産
み
出
さ

れ
た
新
中
産
階
級
の
政
治
参
加
の
要
求
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
」
と
い
う

考
え
方
と
相
通
じ
る
．
し
か
し
そ
れ
以
上
に
そ
れ
は
一
九
八
○
年
代
の
中

東
諸
国
の
民
主
化
状
況
に
つ
い
て
ハ
ド
ソ
ン
氏
自
身
が
主
張
し
て
い
る
こ

と
、
即
ち
「
八
○
年
代
に
入
り
権
威
主
義
体
制
の
効
用
は
倫
理
面
、
経
済

発
展
面
、
官
僚
・
治
安
・
軍
事
機
構
の
面
で
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
政

権
は
民
主
化
に
よ
っ
て
正
統
性
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
公
算
が
大
き
い
」

と
い
う
仮
説
に
正
に
一
致
す
る
．
エ
ジ
プ
ト
の
よ
う
に
近
代
化
の
歴
史
が

古
く
し
か
も
貧
富
の
格
差
が
一
向
に
縮
ま
ら
な
い
社
会
で
は
、
中
産
階
級

の
下
層
、
中
層
を
中
心
に
恒
常
的
に
経
済
的
不
満
が
充
満
し
て
お
り
、
こ

の
欲
求
不
満
は
単
に
人
口
の
約
一
〇
％
を
占
め
る
富
裕
階
級
お
よ
び
上
層

中
産
階
級
に
向
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
い
。
政
権
の
支
持
基
盤
は
階
級
的

な
意
味
で
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
中
下
層
中
産
階
級
は
政
権

が
そ
の
利
害
を
代
弁
し
て
い
な
い
と
見
倣
し
て
政
権
批
判
を
強
め
る
こ
と

に
な
る
．
そ
こ
で
政
権
は
こ
の
中
産
階
級
の
経
済
的
不
満
を
繰
す
目
的
で

民
主
化
に
よ
る
正
統
性
回
復
を
図
る
．
例
え
ば
一
九
七
六
年
一
〇
月
サ
ー

ダ
ー
ト
は
総
選
挙
を
行
な
い
、
そ
の
直
後
政
策
集
団
を
政
党
へ
昇
格
さ
せ

て
限
定
的
で
は
あ
る
が
複
数
政
党
制
を
制
度
化
し
た
．
U
彗
箆
田
毎
θ
と

岸
9
Φ
瑠
＄
3
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
優
れ
た
勘
で
、
こ
れ
は
「
人
民
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紹介と批評

議
会
を
国
民
の
間
に
脹
っ
て
い
る
経
済
的
不
満
の
一
蒔
馨
三
鑛
8
＆
仁
9
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
避
雷
針
）
に
し
よ
う
と
す
る
措
置
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
留
ヨ
垢
一
＝
q
暮
ぎ
讐
自
に
代
表
さ
れ
る
保
守
的
な
近
代
化

モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
近
代
化
が
進
む
に
連
れ
欧
米
的
な
思
考
様
式
を
身

に
つ
け
た
新
中
産
階
級
が
生
み
出
さ
れ
、
こ
の
階
級
は
自
ら
政
治
過
程
へ

参
加
す
る
こ
と
を
求
め
て
民
主
化
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
具

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

合
に
理
論
化
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
エ
ジ
プ
ト
の
開
発
政
治
に
お
い
て

は
、
勿
論
近
代
化
が
人
間
の
意
識
構
造
を
変
え
て
行
く
と
い
う
面
は
あ
る

と
し
て
も
、
経
済
的
近
代
化
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
中
下
層
中
産
階

級
の
経
済
的
不
満
を
募
ら
せ
、
延
い
て
は
そ
れ
が
政
治
的
不
満
へ
と
転
化

し
て
民
主
化
要
求
を
尖
鋭
化
さ
せ
る
、
と
い
う
新
し
い
関
連
を
見
て
取
れ

る
．
実
際
他
の
多
く
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
い
て
も
、
中
産
階
級
の
民
主
化

要
求
が
経
済
的
不
満
に
よ
っ
て
尖
鋭
化
す
る
と
い
う
同
様
な
状
況
が
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
、
ヨ

ル
ダ
ン
で
は
I
M
F
か
ら
の
融
資
の
見
返
り
と
し
て
耐
乏
経
済
政
策
を
実

施
し
た
結
果
物
価
暴
動
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
際
必
ず
と
い

っ
て
よ
い
程
野
党
・
反
政
府
勢
力
の
活
動
は
活
発
化
し
、
民
主
化
を
要
求

す
る
．
昨
四
月
ヨ
ル
ダ
ソ
で
物
価
暴
動
が
起
き
た
際
、
南
部
都
市
カ
ラ
ク

の
住
民
は
県
知
事
に
対
し
「
ヨ
ル
ダ
γ
の
安
全
は
特
定
の
人
間
だ
け
が
独

占
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
民
の
関
心
で
も
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

民
的
政
府
の
樹
立
と
議
会
選
挙
の
実
施
」
を
要
求
し
て
い
る
。

　
民
主
化
要
求
に
対
す
る
政
権
の
対
応
の
仕
方
は
一
般
に
「
飴
と
む
ち
」

の
政
策
に
拠
る
．
つ
ま
り
政
治
参
加
の
欲
求
不
満
を
放
置
し
て
お
け
ば
、

中
産
階
級
の
あ
る
部
分
を
疎
外
し
反
体
制
分
子
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
そ
う
か
と
い
っ
て
徹
底
し
た
民
主
化
を
行
な
え
ば
潜
在
的
な
反
体

制
分
子
を
体
制
内
に
融
合
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
反
政
府
勢
力
の

活
動
を
勢
い
づ
か
せ
政
権
の
正
統
性
は
揺
ら
ぐ
。
政
権
は
こ
の
ジ
レ
ン
マ

か
ら
抜
け
出
す
確
か
な
方
策
を
見
出
だ
せ
ず
に
中
途
半
端
な
姿
勢
を
採
っ

て
い
る
．
今
後
長
期
に
わ
た
っ
て
政
権
と
反
政
府
勢
力
の
間
で
は
，
民
主

化
を
め
ぐ
り
一
進
一
退
の
拮
抗
関
係
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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①
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〇
5
0
｛
β
”
菖
g
巴
冨
・
o
賃
8
幹
　
…
＞
一
夢
o
仁
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①
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①
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0
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α
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暁
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Φ
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網
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吋
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一
①
o
瞬
畦
三
ひ
霞
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目
g
o
q
旨
①
＜
貰
一
〇
昌
の

律
8
菖
o
参
o
場
爵
o
①
＜
o
一
三
づ
閃
げ
o
霞
映
。
o
巨
①
u
”
呂
①
〈
窪
け
o
言
包
づ
、

一
巴
⇒
”
8
客
巴
づ
α
①
讐
8
。
馬
、
邑
豊
ぐ
。
鎧
ε
づ
§
図
．
≦
器
－
〈
置

甚
①
8
魯
一
。
鉱
轟
。
一
毯
甘
§
①
塗
ぢ
。
・
。
。
一
①
ぐ
・
ω
①
8
后
①
。
｛
葺
¢
”
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爵
⑦
馨
暮
①
碧
b
＄
駐
砕
§
げ
ぼ
①
ε
菖
馨
貯
。
『
＄
昏
餌
b
。
葺
。
場

　
　
8
5
砕
舅
冨
鉱
g
慧
爵
爵
Φ
8
旨
目
①
匡
巴
＼
旨
き
9
即
一
げ
。
ξ
晦
①
。
一
。。
一
ρ

　
　
冨
『
二
〇
三
畦
帯
≦
げ
g
辞
言
目
b
宏
舘
o
舅
＆
ρ
｛
o
『
①
図
即
ヨ
覧
①
）
ひ
o

　
　
蚕
江
。
暴
冒
①
ぎ
零
旨
辞
一
〇
⇒
實
霧
菖
。
聲
⇒
8
－
N
。
ぎ
卑
9
貯
三
醗
自

　
　
胃
一
〇
営
騎
b
o
一
§
Φ
。
・
：
：
　
℃
o
一
三
8
一
零
笥
霞
営
国
の
闇
宮
一
ψ
馨
旨

　
　
富
匹
。
亀
蔓
汐
爵
Φ
富
呂
。
。
瞬
芽
o
警
暮
①
び
o
受
駁
o
o
ζ
9
…
　
の
ぎ
8

　
　
爵
o
頓
聲
o
寅
一
臣
o
＜
①
目
Φ
暮
o
肋
b
ユ
く
暮
0
8
営
富
一
仁
包
o
噌
等
o
b
o
一
凶
昌

　
　
o
暁
き
誉
罫
。
・
8
ヨ
の
b
ユ
ヨ
ゆ
ユ
ぐ
ε
ザ
ξ
げ
器
く
霞
a
噂
8
三
程
器
？

　
　
ε
冨
。
暮
。
。
a
①
爵
①
9
暮
。
目
器
げ
ぎ
9
0
周
8
一
駐
坤
ぎ
の
。
伊
昏
。

　
　
り
①
。
。
聾
導
8
爵
辞
警
昌
ω
。
9
。
諺
霞
質
＄
。
慶
”
簑
甘
警
浮
。
①
－

　
　
目
Φ
茜
一
凝
。
碧
一
鼠
一
駐
ヨ
審
呂
。
。
け
。
ひ
爵
。
夢
。
塙
。
吋
ヨ
。
マ
9
①
一
一
一
8
㌣

　
　
撃
営
獣
昏
0
9
辞
①
導
山
o
g
馬
吋
o
暮
暫
謡
g
≦
凶
爵
一
瑳
冒
の
該
0
暮
一
〇
器
’

　
　
（
薯
。
器
ム
）

　
ア
ユ
ー
ビ
i
氏
の
分
析
は
包
括
的
で
あ
る
。
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
を
支
え

て
い
る
社
会
経
済
的
基
盤
を
先
ず
初
め
に
取
り
上
げ
る
。
こ
の
分
野
で
は

こ
れ
ま
で
き
び
⇒
≦
暮
①
き
霞
ざ
．
国
磯
『
讐
”
日
竃
≦
夷
雷
亀
U
8
①
＆
－

　
（
4
）

象
昌
．
な
ど
に
よ
っ
て
優
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
、
ア
ユ
ー
ピ
ー
氏
の
分
析

は
そ
の
延
長
線
上
に
立
ち
、
ぎ
蕊
罫
（
門
戸
開
放
経
済
政
策
）
を
行
な
っ

た
サ
ー
ダ
ー
ト
政
権
か
ら
現
政
権
へ
移
行
す
る
中
で
支
配
階
級
の
構
成
を

説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
．
即
ち
革
命
前
か
ら
の
上
層
階
級
、
一
九
六
〇
年

代
に
ナ
ー
セ
ル
政
権
下
で
成
長
し
た
官
僚
資
本
家
層
、
き
蕊
罫
の
下
で

新
た
に
出
現
し
た
商
業
・
金
融
資
本
家
層
、
以
上
三
老
の
同
盟
関
係
で
あ

る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
中
で
政
治
権
力
が
依
然
官
僚
資
本
家

層
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
お
り
、
軍
・
治
安
機
構
を
初
め
と
す
る
官
僚
組
織

が
巨
大
か
つ
資
金
多
消
費
型
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
三
者
関
係
に
基

づ
い
て
官
僚
資
本
は
民
問
資
本
と
協
力
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
商
業
・
金

融
資
本
家
と
対
立
し
て
、
輸
入
手
続
、
無
課
税
区
域
、
価
格
政
策
な
ど
の

合
理
化
に
着
手
す
る
場
合
も
あ
る
．
し
か
し
ま
た
庶
民
の
目
か
ら
見
れ
ば
、

当
然
以
上
の
三
者
は
イ
ソ
フ
ィ
タ
ー
ハ
の
下
で
一
体
性
を
持
っ
た
支
配
階

級
に
成
長
し
た
と
映
る
。
イ
ソ
フ
ィ
タ
ー
ハ
の
恩
恵
に
浴
せ
な
か
っ
た

中
・
下
層
中
産
階
級
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
支
配
階
級
は
攻
撃
対
象
で

あ
り
、
な
か
で
も
政
府
指
導
層
が
そ
の
矢
面
に
立
つ
こ
と
に
な
る
．

＊

　
そ
の
後
、
ア
ユ
ー
ビ
ー
氏
は
ム
バ
ー
ラ
ク
独
自
の
統
治
ス
タ
イ
ル
、
イ

ス
ラ
ー
ム
急
進
主
義
、
複
数
政
党
制
へ
の
移
行
の
分
析
へ
と
進
み
、
さ
ら

に
政
軍
関
係
を
取
り
上
げ
る
。
一
九
七
七
年
一
月
の
物
価
暴
動
、
八
六
年

二
月
の
治
安
警
察
官
の
反
乱
に
注
目
し
、
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
社
会
秩
序

が
揺
ら
ぎ
、
軍
の
出
動
に
よ
っ
て
回
復
し
た
事
実
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

し
か
し
一
九
五
二
年
の
軍
部
革
命
の
よ
う
な
直
接
的
な
軍
の
政
治
介
入
の

起
こ
る
可
能
性
が
依
然
と
し
て
高
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
段
に
い
ざ
な
る

と
、
そ
の
間
題
に
同
氏
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
彼
は
双
方
の
可
能
性
に

つ
い
て
い
く
つ
か
の
例
証
を
挙
げ
て
い
る
．

　
ま
ず
近
い
将
来
軍
の
政
治
介
入
が
起
こ
り
得
る
と
い
う
見
方
を
支
持
す

る
材
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
．

　
　
弓
ぎ
国
頓
巷
菖
き
霞
目
網
冨
S
。
＜
8
ぎ
質
。
噛
①
毘
。
壁
一
δ
目
亀
・
霞
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夢
①
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〇
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．
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①
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①
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の
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①
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Φ
器
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＜
〇
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ぎ
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①
ω
浮
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ヨ
Φ
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亀
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旨
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一
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①
幹
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ざ
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霊
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¢
葺
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蜀
韻
Φ
醇
言
『
び
農
ざ
導
山
讐
＜
①
・
詳
暫
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8
器
ε
芽
①
亀
雫

　
　
ぴ
一
。
該
。
ロ
爵
夷
。
も
。
ぎ
ひ
ω
び
①
一
≦
Φ
雪
夢
①
冨
臣
。
導
傷
夢
Φ
胃
一
く
暮
①

　
　
器
9
。
り
幹
評
図
導
畠
。
爵
①
胃
（
。
鱒
一
農
。
。
＆
三
。
募
富
＜
Φ
巴
の
。

　
　
一
筥
質
o
〈
8
。
（
P
O
o。
）

　
革
命
政
府
の
文
民
化
が
進
む
の
に
並
行
し
て
、
一
九
六
七
年
以
降
軍
の

非
政
治
化
、
専
門
集
団
化
も
進
ん
だ
。
し
か
し
軍
は
新
た
に
社
会
経
済
的

役
割
、
政
治
的
役
割
を
身
に
付
け
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
軍
の
力
を
増

し
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
軍
の
政
治
介
入
を
し
や
す
く
す
る
要
素
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
急
進
主
義
の
軍
へ
の
浸
透
が
あ
る
．
一
九
八
六
年
政
府
は
軍
将
校
多
数

が
地
下
組
織
の
結
成
に
参
画
し
て
い
た
事
実
を
公
表
し
た
．
ま
た
軍
内
で

は
、
従
来
の
親
米
派
と
親
ア
ラ
ブ
派
の
対
立
に
加
え
、
経
済
開
発
へ
の
動

員
に
伴
っ
て
い
わ
ば
「
経
済
組
」
が
成
長
し
、
「
戦
闘
組
」
と
対
立
す
る

兆
候
が
見
ら
れ
る
。

　
他
方
一
九
五
二
年
ク
ー
デ
タ
ー
の
よ
う
な
直
接
的
な
介
入
は
起
こ
り
に

く
い
と
い
う
見
方
を
支
持
す
る
材
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
七
七

年
お
よ
び
八
六
年
の
暴
動
鎮
圧
の
際
、
軍
は
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
政

権
そ
の
も
の
を
奪
取
す
る
行
動
に
は
出
な
か
っ
た
．
こ
れ
は
軍
に
対
す
る

文
民
統
制
が
一
応
効
い
て
い
る
と
見
て
よ
い
．
軍
の
関
心
は
兵
器
の
質
、

型
、
取
り
付
け
先
や
準
軍
事
組
織
と
の
役
割
分
担
な
ど
純
軍
事
的
領
域
に

留
め
ら
れ
て
い
る
．
更
に
軍
の
大
規
模
化
の
た
め
に
、
現
在
青
年
将
校
レ

ベ
ル
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
組
織
す
る
こ
と
は
余
程
の
努
力
を
必
要
と
す
る
．

上
層
部
に
察
知
さ
れ
ず
に
長
期
間
広
範
囲
に
わ
た
る
連
絡
を
行
な
う
こ
と

が
た
や
す
く
な
い
か
ら
で
あ
る
．
ま
た
ア
ユ
ー
ビ
ー
氏
は
軍
上
層
部
の
将

軍
が
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
可
能
性
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

　
ム
バ
ー
ラ
ク
は
一
九
八
○
年
代
半
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
急
進
主
義
を
始
め

と
す
る
反
対
勢
力
が
勢
い
を
増
す
中
で
、
彼
の
支
配
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う

と
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
た
。
ま
た
一
九
八
九

年
四
月
、
彼
は
自
分
に
次
ぐ
政
治
的
実
力
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
国
防
相

＞
呂
Φ
一
類
匙
目
ぎ
縄
Ω
富
N
巴
暫
を
解
任
し
た
．
昨
年
ア
メ
リ
カ
か
ら
ミ

サ
イ
ル
技
術
を
輸
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
、
兵
器
買
い
付
け
を
め
ぐ

っ
て
汚
職
の
嫌
疑
が
か
か
っ
た
こ
と
、
ム
バ
ー
ラ
ク
自
身
軍
事
支
出
に
対

す
る
監
督
を
強
化
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
が
解
任
の
理
由
と
い
わ

（
5
）

れ
る
。
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＊

　
以
上
本
書
の
内
容
を
分
析
し
て
来
た
が
．
本
研
究
に
関
連
し
た
感
想
を

二
、
三
、
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
本
書
の
構
成
・
編
集
に
つ
い
て
．

本
来
共
同
研
究
と
い
う
も
の
は
研
究
全
体
を
貫
く
問
題
関
心
、
主
張
を
打

ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、
解
体
の
危
険
を
孕
ん
で
い

る
。
そ
の
点
編
者
ハ
リ
ス
氏
は
纏
め
役
に
徹
し
、
自
ら
は
章
を
担
当
せ
ず
、

す
べ
て
の
論
文
を
周
到
に
読
ん
だ
上
で
更
に
自
分
の
分
析
を
加
え
て
序
章

と
結
論
を
書
い
て
い
る
。
現
在
私
た
ち
は
本
塾
地
域
研
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
「
中
東
・
ア
フ
リ
カ
に
お
げ
る
政
治
体
制
の
比
較
研
究
」
を
進
め

て
い
る
が
、
本
書
は
こ
の
仕
事
に
と
っ
て
と
て
も
参
考
に
な
る
。

　
二
つ
目
は
、
本
稿
で
そ
の
論
文
を
取
り
上
げ
た
　
2
鶴
ぎ
＞
旨
露
氏

に
つ
い
て
。
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
英
国
エ
ク
セ
タ
ー
大
学
政
治
学
科
講
師
で

あ
る
が
、
上
述
の
本
塾
地
域
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
．
彼
の

専
攻
は
中
東
政
治
学
だ
が
、
日
本
に
か
な
り
の
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
私

の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
最
も
発
展
が
う
ま
く
い
っ
た
非
欧
米
社
会
と
い

う
捕
ら
え
方
か
ら
発
し
て
い
る
．

　
三
つ
目
。
こ
の
研
究
が
国
一
H
》
の
プ
目
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
こ

と
は
前
述
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